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化の理論である。血液型を例に説明してみよう。あるとき、A 型の人にだけ感染する A 型病とい
う病が流行したとする。それにより A 型の人たちがかなり高い確率で死んでしまうと、数世代後
には B 型と O 型だけが残る。世代交代によって環境に適した個体の子孫だけが選ばれていき、そ
の環境に適していた形質だけが残って個体群を支配するというのが、自然淘汰による進化の理論で
ある。
ここでポイントになるのが、A 型病があるから B 型を産んだ方がいいだろうとか、血液型を B
型に変えようとか、そういう事象は起きない点である。たまたま遺伝的にある特徴を持っている人
たちの死亡率が高かったり、子孫を残しにくかったりして集団から消えていき、それが長い時間を




























































































と雄の数の比のことである。雄と雌の個体の性比は、多くの場合に 1対 1になる。個体の性比が 1
対 1だと、例えば雌が 10個体、雄が 10個体いる場合、雌たちが 1か月に出す卵子の数は計 10個






































































































時点で一度大きく増加している。それまで大体 450～500 cc だったものが、エレクタスの時代に
900 cc くらいに倍増した。脳が大きくなり噛む弱くなり、体がすらりとし、完全な二足歩行──頭
蓋骨の形を除くと、現代人とかなり似た体型となったのが、エレクタスの時代である。
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かかるコストは大きいものの、その比率がとても大きく開いているわけではない。人間のこのよう
な状況から、男性も女性も互いに選び合うだろうと予測がつく。
人間というのは文化によって様々な社会を形成している。そうした場合、子育てのコストや、そ
の比率によってどれぐらい両性がお互いを選ぶかという点も、社会によって変わってくることが予
測できる。その予測を検証するためには、多様な文化の様々な子育てのスタイルを変数として入れ
込んでみるとよいのではないか、と考えている。
他にも、より好みの程度（Choosiness）が進化する条件もある。例えば、他個体と出会うチャン
スが大きい、つまり集団サイズが大きいと、より選択的になるという予測ができる。あるいは、相
手探しのコストが大きい、つまり相手を探すことが大変であれば、より好みをやめて、「誰でもい
いや」となることも考えられる。相手側の質に大きな個体差があるならば、Choosiness が強くな
る。誰を選んでも同じならわざわざ選ぶ必要はないが、良い相手と悪い相手が混ざっているなら、
注意深くより好みする必要があるからである。こうしたことを踏まえて、人間の行動がどう変わっ
ていくのか・変わっているのかを見ていくのもよいのではないかと、最近考えている。
文化と繁殖
昔から進化心理学で言われてきたことの一つに、男性が配偶相手の女性を選ぶとき、子を産む能
力（Fecundity、繁殖力）を重視する、ということがある。Fecundity は、端的に言えば体が健康で、
妊娠、出産、授乳や子育てを行うことができるかどうかという点である。人間はその健康を、例え
ば肌つやが良いとか、髪がつやつやしているとか、体が極端に太っても極端に痩せてもいない、と
いった手がかりで判断している。それゆえ、男性の方が女性の見た目に対してより重点を置くので
はないか、ということが長い間言われてきた。
しかし、現代の日本の社会には、子を産み育てることが困難であるほどに不健康な人というのは
少なくなってきている。もちろん、そうした人がいないと言いたいわけではない。まったくいない
わけではないが、かつてほど多くはない。そのような状況であれば、容姿に対する注視の比重も変
わってくるかもしれない。実際、最近ゼミ生と一緒にとったデータでは、結婚相手の容姿を重視す
る程度の性差が、少なくとも私たちのサンプルでは、あまり無いことが示唆されている。これはあ
と何回か追調査をして見る価値があると考えている。
6．むすび──生物学的見方と文化的・社会的見方を混ぜる
人間は、生物学的な理論から説明できる。しかし、人間には文化があり社会を形成するので、
「遺伝的にそういうふうに組み込まれている」といった単純な主張ができるわけでもない。人間を
理解するときの説明原理として、文化や社会と同様に、進化の視点や進化の理論での予測を取り入
れながら、様々な可能性を考えていく方が、よりプロダクティブではないかと私は考えている。
（概要編集 伊東未来）
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